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･1:1,000,000日本地質図(アトラス版)

･1:200,000地質図幅

福江及び富江仙台東京豊橋(2版3刑)

･1:50,000地質図幅

･地域地質研究報告(5万分の1図幅)

妻及び高鍋(鹿児島一68･69)

清川(秋田一65)津東部(京都一55)

寄磯(秋田一91)陸中大野(青森一49)

新島(八丈島一1)師崎(京都一56)

･日本水理地質図

No.38静岡県安倍川下流域水理地質図

･特殊地質図

���潴印物湧��物�瑩潮��

潦�牴��周���

No.26伊豆大島火山1986年の噴火

･活構造図(1/50万)

旭川網走

･海洋地質図

Nα29土佐湾海底地質図(説明書つき)

No.30西津軽盆地海底地質図(･)

･地質図索引回

第5集

'油田･ガス田図

No.12沖縄本島中一南部

･地質図目録図

1987年版

･地質調査所年報

昭穐60年度

･物理探査･調査研究一覧

第29輯

･CCOPTechnica1Bu11etin

�漱���健�楡湯������楡

･地質文献目録

1977年1978年

･日本地質文献目録

1986年

･CruiseReport
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･地質調査所報告

第266号仙岩地熱地域における研究

･地質調査所月報第37巻第5号

海外地質･鉱物資源特集号(n)一中国南部におけ

る火山岩･深成岩に伴う鉱物資源の研究一

������������歩牡十����

SHIBATA,YukihiroMATUHエsAandShigeru

T眠AsHIMA:CharacteristicsofCretaceous
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地質調査所研究資料集No.12,13,14,15,16,17

･地質調査所月報第37巻第6号

横倉隆伸･加野直巳･渡辺史郎･山口和雄:浅層反

射法探査による伊豆半島,姫の湯地域の地下地

質構造

加野直巳･渡辺史郎･角田晴信･和田洋明･坪田浩

二･則竹和光:月吉ウラン鉱床における浅層反

射法の適用性

脇田浩二･礒見博:岐阜県坂本峠地域における三

畳紀･ジュラ紀放散虫化石の産出とその意義

阿部喜久男･寺島滋:連続水素化物生成原子吸光

法による温泉水･熱水中のひ素の定量
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講演要旨(第173回研究発表会特集最近の珪酸

塩分析技術と標準試料)

地質調査所研究資料集No.18,19

地質調査所海外研究資料集No.29,30

･地質調査所月報第37巻第7号

土谷信之:秋田県中部における中新世中期塩基性岩

の海底火成活動

�����慳畯�乁��慮�歩牡十���

�����浯晫�楯歩�捲���

山重隆･寺島滋:原子吸光分析による地質試料

中のクロムの定量法の改善

栗本史雄:和歌山県美里地域の毛原層一三波川帯と

秩父黒帯の境界に関連して一

ShunsoIsHI趾RAandAtsuyukiMIzUN0:Age

潦杲慮楴楣�����浴��獨楫�湯�
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講演要旨(第174回研究発表会一特集栗駒地熱地

域の地熱に関する研究成果)

地質調査所海外研究資料集No.31,32,33,34,35

･地質調査所月報第37巻第8号

小村良二:奈良県･福井県の瓦粘土の性質(3)

一総括一

寺岡易司･栗本史雄:宇和島地域の四万十帯白亜系

層序一大型化石と放散虫化石の層序的分布に関

連して一

地質調査所研究資料集No.20,21,22

･地質調査所月報第37巻第9号

���歯�丰���慴楣湯����浴�

���楯捥��浥湯���瑩潮��
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柴田賢:基礎試錐｢気仙沼沖｣花嵩岩コアの同位

体年代

田中信一･金谷弘:北上山地の岩石密度(そのI)

阿部喜久男:紀伊半島中南部温泉水中のフッ素含有

量

尾上亨･坂本亨:茨城県東茨域郡桂村岩船の中

新統から産出した植物化石

講演要旨(箪175回研究発表会特集筑波台地

一利根川低地をめぐる環境地質)

地質調査所海外研究資料集No.36,37,38,39,
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･地質調査所月報第37巻第10号

高橋裕平:大竹一津田地域の広島花崩岩類の岩石記

載

今井登:誘導結合プラズマ発光分析法による岩石

中の多元素同時定量

1987年4月号

杉原光彦･伊藤久男:地質調査所における微小地震

解析システム

地質調査所研究資料集No.23,24

･地質調査所月報第37巻第11号

金井豊:茨城県茨城町におけるGS66試錐の化学

組成(第2報)一粒度別及び分別溶解法による

フラクション別の化学組成

杉山雄一･佃栄吉･徳永重元:京都府丹後半島地

域の更新世後期から完新世の堆積物とその花粉

分析

講演要旨(第176回研究発表会)豊羽鉱床周辺の地

質構造と鉱脈の生成機構(渡辺寧)周氷河イ

ソホルｰシヨンの形成について(予察)(宮田

雄一郎)神戸層群吉川累層上部にみられる地

すべりについて(尾崎正紀)濃美平野の地下地

質(高田康秀)福知山地域の地質一その1一

(栗本史雄)大分県姫島火山岩類について(巌

谷敏光･倉沢一)本邦産砕屠堆積岩の力学

的性質と圧密について(井波和夫)

地質調査所研究資料集No.25,26

･地質調査所月報第37巻第12号

ShigeruT眠As亘IMAandShunsoIsHIHARA:Copper,
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阿部喜久男･茂野博:日本のいくつかの地熱地域

における熱水･温泉水のLi,Cs含有量とその

地球化学的意味

地質調査所研究資料集No.27,28,29

索引

･地質調査所月報第38巻第1号

��歡瑳����卡�湃�呕到����

���牡�慴��ぎ��偉�听�����

andMasatakaOc亘I:Structura1contro1of

��潴獰物湧�普���周������

潮������晌慮�慴業慧敲�

��������歡瑳�������獨椀

�乁����浩�特�畤�����敲�

慴楯��浴�杲慮楴楣�捫�湮���

周���

MasakatsSAsADA,Benja∀unRATANAsTH咽Nand

偲慰�琬卯瀰�ぎ����敷��慧�

fromtheLa㎜pangbasa1t,northemThaiIand

TakashiHIRUKAwA,WannaphaJ畑AcH,Weera

↑ANG00LaidIsaoTAKAs亘mA:Preliminary�



一66一

資料室

�畤���来��浩���牡捴敲�昀
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IsaoTAKAs削肚andWannaphaJARAcH:Isotope
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･地質調査所月報第38巻第2号

小笠原正継:Rh管球を用いたげい光X線分析によ

る岩石中の徴量成分の定量

栗本史雄:美濃帯南西部からの三畳紀及びジュラ紀

放散虫化石

柳沢幸夫･鈴木祐一郎:常磐炭田漸新統白坂層の珪

藻及び珪質鞭毛藻化石

･地質調査所月報第38巻第3号

水谷伸治郎･礒見博･塚本斉:岐阜県大野郡清

見村の1ength-sIowcha1cedongについて

大熊茂雄･中塚正:沖縄島西方海域における空中

磁気異常の特徴について

鈴木泰輔･斎藤文紀:霞ケ浦湖底堆積物の重鉱物組

成と供給源

･地質調査所月報第38巻第4号

水野清秀:四国及び淡路島の中央構造線沿いに分布

する鮮新･更新統について(予報)

田中信一･金谷弘:北上山地の岩石密度(その2)

松井和典:長崎県西彼杵半島のかんらん石玄武岩の

K-Ar年代

金谷弘:岩石帯磁率について2,3の問題一測定

における問題点と表示方法

笹田政克･服部仁･金谷弘･豊蓬秋･坂巻幸

雄:筑波山斑れい岩と周辺の花嵩岩類との関係

についての新知見一霞ケ浦用水筑波1号トソネ

ノレの地質から一

リチウム･マンガンの供給と展望

1)リチウムは応用範囲カミきわめて広い･そのもっとも重

要たものは航空･宇宙空間関係の工業に不可欠なリチウムｰア

ルミニウム合金の原料ということであろう.

1985年現在の世界のリチウムの金属換算埋蔵量3,600万t

年間需要量6,900tからするとリチウムは1,000年以上供給を

保証できるだけの量をもっている.世界のリチウム金属の生

産量が9,800tであるのに対し年間需要量は6,900tに過ぎず

この供給過剰率は40%に達している･1975年から1985年に

至る10年間のリチウムの確定･推定鉱量増加率は300劣消費

量増加率は57%リチウム産品の価格上昇率はわずか50%であ

る.この数値からすると世界のリチウムの埋蔵量が需要量

を遥かに越えていることは明瞭である.この期問のリチウム

の埋蔵量増加率はリチウム金属の生産量と消費量の増加率より

も遥かに高くリチウム金属消費量の増加率もリチウムの市場

価格の上昇率より高い.今後4年ないし5年以内にリチウム

の需要増加率は7%に達L西暦2000年まで6老を維持するだ

ろう･西暦2000年になればリチウムの年間需要は23,000t

に達しそうである(中国地質報1985.11.3の呉振宇の記事か

ら要約).

2)マンガン鉱の国際貿易は比較的活発で1983年の世界の

総輸出量は769万tに達したがこれは世界総生産量の34.5%

に相当する.主肢輸出国の輸出量は南ア共和国が28.2%

ガボンが25.1形ソ連が15.6%を占めている｡アメリカ目

本ヨｰロッパ共同体諸国が必要としているマソガソは主と

して輸入に依存している.1960年から1983年に至る問のマソ

ガソの貿易の趨勢はオｰストラリアガボン南ア共和国次ど

の輸出増が大でブラジルイソドガｰナだとの輸出量の減

少がいちじるしい｡

国際マｰケットでのマソガソ鉱の価格変動は1960年代初頭

から1970年代初めにかけては基本的に下降傾向を示し1970年

代初頭にどん底それから次第に上昇Lて1981年にピｰクとた

りその後は再び下降しつつある.

販売価格を比べると1983年の価格は1960年よりも26.4%高

い｡国際通貨の膨張という要素を除き1981年のアメリカド

ル換算値を規準にすれば1982年の実際価格は1960年よりも

34.8%下赫っている.したがって国際マｰケットにおける

マソガソ鉱の価格は表面的には上がっているが実質は下がっ

ているのである(中国地質報1986.1･24の侃長山の記事から

要約).(地質福談所)
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